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明治前期における秩父地方の生産基盤  

稲村 太郎  

はじめに   

本報㍗は，明治前期における秩父地方の生産基  

盤の地域的特徴を統計資料により検討するもので  

ある。安政開港以後の輸け＝んJ生糸の生産増大にと  

もない，秩父の村々の生塵基盤にしめる繭・生糸  

牛虎の比重はますます■モl右まった。しかながら，明  

治14年からの松方財政下における種々のデフレ政  

策は秩父の隼糸隼産農家に大きな打撃を一与え，そ  

れは明治17年の秩父単作にむすびつく一一因ともい  

われている。ここでは，まず，郡単位のデータか  

ら秩父郡の位置づけを考慮しながら，郡内の地域  

構造を考察する手がかりとしたい。   

以下で用いたデータは主として下記の資料に  

よった（〕  

1）明治17年埼玉県統計書，同年群馬県統計萬   

2）明治20年町村編成区域衷IJ   

3）武蔵国郡柑誌（明治9年）   

4）木公堂日記2）  

図表－【・覧：  

節1凶 埼玉県および群馬県の郡別養蚕戸数季  

節2図 秩父郡村名－一覧  

第3図 秩父郡内各村の人口密度  

第4園 秩父郡内各村の耕地比率  

第5因 秩父郡内各村の耕地面積にl㌧める田地比  

率  

第6図 秩父郡内各村の－－一人あたりの耕地面積園  

第7凶 秩父郡内各村の繭生産量  

第8凶 秩父郡内各村の糸生産量  

第9図 秩父郡内各村の絹織物生産壷  

第10園 木公党日記にみる価格変動  

第l表 明治17年における埼玉県および群馬県の  

小作人率および小作地率  

第2表 明治17年埼玉県および群馬県における出  

寄留および人寄留割合  

第3表 明拾17年埼玉県および群馬県における一  

人あたりの貸借金高および抵当流れ高  

秩父郡の生産基盤   

まず，明治前期における養蚕業の地域的展開の  

様相を第1図によりみてみよう。ここでほ埼玉・  

群馬両県の明治17年の郡別養蚕農家戸数を指標と  

し，全農家戸数に対する制令を養蚕戸数牢として  

示した。ただし，群馬県は養蚕農家を「－－一家ニシ  

テ春夏秋蚕ヲ共養スルモノハ三家卜通算スル」と  

しているために，埼玉県のそれと直接比較はでき  

ない。   

明治17年の埼玉県平均の養蚕戸数率は45ヲ右であ  

るが，県内の養蚕地域は武蔵丘陵および秩父盆地  

を含む県粥部に偏り，北埼玉郡以南の平野部はい  

ずれも10％以下を示し，際だった対照をみせてい  

る。養蚕戸数率の県平均が103％となる群燭県で  

は，西群燭郡およびその周辺の県央城で高い割合  

を示し，それは埼玉県北部の餐蚕が盛んな地域と  

連続している。埼玉県内で養蚕戸数率の高い地域  

は，群馬県境に近い那珂郡の98％を毅高に，賀美  

郡や横沢郡があげられ，その数値は郡内のほとん  

どの農家が養蚕を営んでいたことを示している。  

秩父郡の養蚕戸数率も71％にのほり，埼玉県内で  

は上記3郡と男余郡についで5番目に高い割合を  

示している。一方，養蚕戸数については，秩父郡  

は10，256戸を数え，人間郡の10，546戸に次いで多  

い。秩父郡の養蚕農家戸数は県全体の約2割を占  

めていた。   

つぎに，秩父郡内の人口および耕地面積からみ  

た生産基盤の地域的特徴を検討しよう。第3図に  

は，明治20年（1887）の「町村編成区域表」から秩  

父郡内各村の1反あたりの人口密度を示した。「町  

村編成区域表」は翌年の市町村制施行に先立って  
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1大宮郷 21芦ケ久保 41F杏悶  

2別所  22皆野   42久艮  

3大野原 23‾F田野  43阿熊  

4黒谷  24金崎   44上告田  

5寺尾  25大淵   45岩間  

6蒔田  26野巻   46太田部  

7田村郷 27上目野沢 47小鹿野  

8Ll憫  28F日野沢 48下小鹿野  

9栃谷  29矢納   49伊豆沢  

10吏峰  30金沢   50長留  

11大田  31三沢   51般若  

12′ト柱  32本野上  52飯田  

13堀切  33中野ト  53三山  

14品沢  34藤谷淵  54河僚沢  

15伊古田 35矢那瀬  55藤倉  

i6上新森 36野上下郷 56日尾  

17下影森 37丼持  57滞  

18軌l」 3畔油   5糾、森  

19久耶  39風布  59大滝  

20横瀬  40金尾   6（岬亜川  

第2【瑚 秩父郡内各村名一・覧（明桝7年）  

各町村が県に舶纂提出した基礎資料の…Jつである  

（以‾卜，第6囲まで同資料を用いた）。この凶によ  

れば，江戸時代以来の町場を形成する小鹿野の  

4．8人，人宮の4．6人を突出した値として，それに  

次いで人口密度の高い村々は，荒川本流域，赤平  

川流域，そして両河川の合流城の河岸段丘平班面  

を有する諸相であることがわかる。また，外秩父  

諸相（瑞在の秩父郡東秩父村および比企郡都幾川  

村）にあっても，奥沢柑（5．1人）御堂村（3．0人）な  

ど，高い人口密度をホしている。これらは，後掲  

の日1地比率の高さと深く関係していると思われ  

る。なお，「町村編成区域表」による現住人口数は，  

人手ナの4†271人を最高に，横瀬（2，805人），下吉田  

（2，594人），滞（2，553人）の順となっている。   

第4図は，郡内各村の全面積に占める耕地の割  

合を表したものである。秩父郡全体では耕地面積  

の割合は22．8％であるが，平均以上の耕地面積比  

をホす柑々は，l）大宮郷・大野原を中心とする  

荒川本流城諸相，2）小鹿野・下吉田を中心とす  

る赤井川l流域諸相，3）野上周辺諸相，に認めら  

れる。最も高い比率を示す小鹿野では61％，大宮  

では57％と，古くから耕地開発が進行していたこ  

とをうかがわせる。一方，荒川本流上流の大滝  

（0．7％）中津川（0．1％），急傾斜地に立地する浦山  

（2．6％）や失納（7．2％）などの柑々は耕地面積がき  

わめて少ない。こうした耕地比率の地域構成は，  

先の第3図の人口密度のそれと似通った傾向にあ  

り，人口支持力と土地生産力との強い関係を予想  

させる。   

つぎに，耕地面積に占める田地比率を村別に示  

したのが第5図である。田地比率の郡全体の平均  

は7．9％と低い数値であり，つまり耕地の9割以  

上は畑地であることを示している。なかでも，秩  

父郡北部および西部の山間諸相は，田地が皆無，  

または0．1％以下とする村がほとんどをである。  

他方，田地の割合が高い地域は，外秩父諸相と河  

岸段丘面上に広い平坦面を有する村々である。外  

秩父の槻川流域の御堂では田地が耕地の35％を占  

め，秩父郡内でもっとも高率であり，それに隣接  

する安戸でも31ヲ名を占めている。また，赤平川流  

域諸相のなかでも，広い段丘平坦面を大規模な溜  

池で潅漑していた太田（22％）や，条里地割の遺構  

を有する小鹿野（13％）など，田地比率の高い村々  

が認められる。   

第6図は，秩父郡内各村の一人あたりの耕地面  

積をみたものである。秩父郡全体の平均は一人あ  
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第3図 秩父郡内各村の人口密度（明治20年）  

第4図 秩父郡内各村の耕地比率（明治20年）  
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節5囲 秩父郡内各村の耕地面積に占める田地比率（明治20年）  
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第6図 秩父郡内各村の一人あたりの耕地面積（明治20年）  
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第7匝I秩父郡内各村の繭生産量（明治9年）   

第8図 秩父郡内各村の糸生産量（明治9年）  

生産量は生糸・製糸・屑糸・太織糸の合計  
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第9侠l秩父郡内各村の絹織物生産量（明治9年）  

2月4 6 81012 2月4 6 81012 2月4 6 8 1012 2月4 6 8 1012 2月4  
明治15年  明治16年  明治1ア年  明治18年  

「木公党日記」より作成  

第10図 木公党日記にみる生糸と米の価格変動  

（明治14年平均を100とする姫一石の価格と生糸百斤の価格）  
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たり0．2町歩の耕地面積となるが，郡西部から北  

部にかけての山間部では0．3町以上の比較的高い  

数値を示しており，いずれも耕地面積に対して人  

口が過小で，焼畑耕作を含んだ粗放的な畑地利用  

のあり方を表していよう。逆に，外秩父諸相で  

0．1町以下の低い数値を示しているのは，水田耕  

作による集約的な耕地利用が展開していたことと  

対応すると考えられる。このほか，薄が0．19町と  

郡平均より低い数値を示していることは，同相内  

に雑種地が多く且つ多数の人口（2，553人）の存在，  

そして製糸業の展開による人口支持力の増加など  

が考えられる。また，山間部の村々の焼畑地では  

地目登記が山林と下々畑とで事例が混在してお  

り，さらに今後の資料検討を必要とする。  

秩父郡の♯・糸・絹織物生産   

さて，つぎに『武蔵回郡村誌』の記載から明治  

9年の郡内各村の繭・糸・絹織物の生産状況をみ  

よう。  

第1表 明治17年における埼玉県及び群馬県の小  

作人率および小作地率  

埼玉県  群馬県   

群 名  小作人率  小作地寧  群 名  小作人率  小作地率   

北足立  17．4  66．9  東群馬   7．6  26．1   

新座   16．8  56．6  西群馬  10．7  30．0   

入間   10．2  62．6  片岡  19，8   

高麗   18．6  69．8  多胡   5．7  18，4   

比企   10．8  28．0  緑野   7．6  19．3   

樽見   12，4  33．2  南甘楽   1．1   6．0   

秩父   8．4  11．7  北甘楽   6．4  21．7   

児玉   12．4  37．1  碓氷   8．6  16．4   

賀美   10．8  28．l  吾妻   4．4  19．7   

那珂   10．9  24．5  利根   4．5  27．6   

大里   23．5  40．3  北勢多   2．7  22．2   

旛薙   12．7    35．0   南勢多   6．0  23．6   

樽沢   6．7  24．6  那披   11．5  22．9   

男袋   8．4  25．2  任位   16．4  31．8   

北埼玉  1ユ．1  38．1  新田   22．0  44．6   

南埼玉   5．Z  44．1  山田   1．9．7  6ユ．2   

北葛飾  12．0    27．8   

中葛飾   

平 均  13．6  39．5  10．0  27．5  

第2表 明治17年埼玉県および群馬県における出寄留及び入寄留割合  

1／1現在 出寄留  1／荒年間出寄留   年間入寒留   1／1現在     年間出番留年間人語留   
出寄留  

北足立  3．6   0．4  0．8  15．7   7．O 12．4  

新 座  2．1   1．8   0．4   0．5  西群馬  2．8   4．8   4∴う   

入 間  3．5   3，8   0．7   1．0  片 岡  0．4   0．5   

高 麗  2．0   2．3   0，5   0．7  多 胡  3．7   4．2   3．2                         2．6     1．3                    1．5     1．7   
比 企  1．5   1．7   0．3   0．4  緑 野  4．1   5．9   2．1己  2．2   

横 見  1．6   0．2   0．9   0．2  南甘楽   1．5   1．1   l．2  （）．9   

秩 父  2．2   2．6   0．5   0．7  北甘楽  4．0   5．2   1．9  2．5   

児 玉  3．1   4．7   0．6   0．8  碓 氷  2．6   5．6   2．9  ：う．5   

賀 美  3．6   1．9   0．9   0．5  吾 妻   1．6   2．0   1．0  1．1   

那 珂  1．9   1．0   ユ．2   0．5  利 根   1．7   3．1   l．4  1．5   

大 里  3．5   10．4   0．7   2．8  北勢多  2．0   2．3   （〉．6  0．〔）   

旛 薙  3．6   3．2   1．2   2．6  2．5   

樽 沢  3．1   3．9   1．1   1．4   

男 裏  2．3   1．2   1，5   

北埼玉  4．2   2．0   0．4   

南埼玉   1．4   1．3   0．5   

北葛飾  1．2  0．9  0．4  
申葛飾   0．5  0．4  0．7   

平 均  2．38  2．61   0．72   1．l  耶 波  3．2  2．9     1．6                0．5  佐 位  4．8  7．8  2．0     2．l          0．1  新 和  3．2  5，2  2，2     3．2          0．5  山 田  4．5  6．9  4．0     3，6              0．3 0．3  邑 欒  4．9  2．8  2．1     L6           0．72    3．28  4．66  2．35     2．75   
1．3  南勢多  1．7  3．2  

単位 ％  
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第3表 明胎17年埼玉県および群馬県における一人あたりの貸借金高および抵当流れ高  

群馬県   

郡 名  貸借金高  革質人一愛東  貸借金底 ／人‖  （畜賓人～ せ涙）／人l】  郡 名  貸借金高  番質入一受戻  借金商 ／人【，Ⅰ  （番質人－ 受戻）／人l∴】   
北足立  1，281、399．5  324，3′13．5  7．84   l．9ポ  東群馬  344．208．3  129，966．7  17．25   6．51   

新 座  262，570．（）  69．527．8  12．54   ：う．：iノ1  西群馬  948、416．4  446，442．1  8．75   4．12   

人 間  699，804．7  255，3と；2．2  5．58   2．04  け1呵  9．944．1  11、944．0  3．19   3．84   

腐 腿  178．781．6  131，578．工1  4．55   ：う．35  多 胡  1亡）3，・172．1  33，998．4  9．38   3．08   

比 企  386．453．2  320，142．（1  6．∩6   5．02  緑 野  382，456．（；  130、890．7  14．il   4．83   

横 見  55，848．3  11，514．5  4．62   し）．・45  南甘楽  10二i．275．7  54，791．0  10．77   5．7ユ   

秩 父  341．134．4  192，264．3  5．（）9   2．87  北け粟  598．011．1  196、354．（）  10．76   3．53   

児 玉  247．831．5  144．B65．4  8．4r）   4．91  碓 氷  916，967．4  207，298．8  19．97   4．51   

賀 芙  35、120∴i  1：Z，351．4  3．03   1．（）6  吾 凄  220．679．1  169，21（）．1  5．76   4．42   

那 珂  2ノl、642．4  ′ユl．233．5  二う．7l   l．棉  利 根  1踊，367．7  142，241．4  5．32   4，02   

太，竪邑  676，464．8  148．514．3  Z3．‡）7   3．56   

旛 羅  54（：），74（）．9  1（椙∴）28．リ  17．5ニi   ：う．47  南勢虻  椰t）．114．（）  3（）7．819．（う  8．桐   4．36   

樽 沢  8闘．（）87．（）  16l．2（）5．0  21．46   3．！）二i  膵 液  22二弓、28り．1  133，160，5  10．97   6．55   

男 衆  2〔）4，′127．2  6！）．（ミ7ニZ，9  22．輔   5．1l  佐 位  ・125．1「）（i．6  156．374．1  13．り4   4．80   

北埼二E  1．517．2日6．り  ニ柑（）、821．■4  11．52   2．23  折 目  2脚．899．一l  15ニi．885．（）  6．・川   ニi．51   
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節7凶には村別の繭生産違をホした。まず，牡  

鹿巌の多い村々についてみていくと，穀高ほ声ケ  

久保の175、000升であり，次位の50，000チトの小鹿  

野との間にも3倍以上のひらきがあり究汁＝ノた倍  

であることがしれる。また，秩父全体の繭生産巌  

のおよそ4分の1にあたる生産巌を芦ケ久保がノi  

めることになり，やや疑問が残る数値である。こ  

のほか繭生産量で上位にある村々は，下．㌧田  

（47、600升）や大宮郷（23，000升）の町場や，下目野  

沢（40，000升）・上日野択（28，000升ノ，金沢（20、000  

升）や金崎（20，000升）など現在の皆野町域諸相の  

生産量の多さが注目される。他方，荒川上流域の  

河原沢や藤倉や日尾などでは繭生産量がなく，ま  

た，野上周辺にも生産皆無の柑がいくつかある。   

つぎに第8図では郡内村別の糸生産巌を表し  

た。ここでは村別書上のなかから生糸，製糸，樹  

糸，太織糸を合算して示した。この図によれば，  

下吉田の396貰を最高として，次いで下小鹿野の  

300貰，山田の207貰，薄の200貰の順となっている。  

糸においては郡内のほぼ全域で生産され，また，  

際だって突出した村もみられない。ただし，前掲  

第4図の耕地比率の地域構成と比較してみると，  

浦山・上影森・日野や，薄・河原沢などの耕地比  

率が極めて小さな村々で糸の生産巌が多いことが  

注意される。また，全体の分布的偏りも，繭に比  

べると，やや荒川本流域にその重心が移動してい  

るように思われる。『武蔵国郡村誌』では糸の生  

産が全く報告されていない柑としては，外秩父の  

白石や椚平，北部の下日野沢・矢納・大田部など  

があり，疑問の余地もあるが，その数は少ない。   

第9図には絹織物の生産量の分布を示した。大  

宮郷が3、500疋と突出した生産量を示している点  

がまず注目される。それは秩父郡全体の生産量の  

およそ3割に相当する。おそらく，大宮郷に次ぐ  

生産量は小鹿野であったと推測されるが，『武蔵  

国郡柑誌』ではその生産量は無記載である。図中  

で大宮郷に次ぐのは，下小鹿野（700疋），下日野  

沢（700疋），山田（678疋），河原沢（500疋），下吉  

田（500疋）の村々である。秩父郡内のほとんどの  

村で絹織物生産はみられるものの，その多くは  
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200疋以下の少量である。全体的な分布の傾向は  

大宮郷を中心として山田・横瀬を含めた地域，赤  

平川流域では下吉田・下ノト鹿野の地域，皆野を中  

心とした荒川・赤平川合流域などが生産量の多い  

村々が密である。   

つぎに明治10年代，松方デフレ期における秩父  

郡内の生糸の価格変動を物価動向との関係からみ  

てみよう。第10図は，薄柑の篤農家柴崎谷蔵3）が  

遺した『木公堂日記』から，米価と生糸価格の記  

載を明治14年（1881）から明治18年（1885）の期間か  

ら抽出した。生糸価格は郡内5カ所の市場におけ  

る相場と考えられる。この図によれば，生糸価格  

は明治14年から明治17年にかけておよそ3分の1  

に下落している。とくに明治14年10月から明治15  

年4月までの半年間では価格は半分に減少してい  

る。柴崎谷蔵がその日記において「諸色下ル」と  

頻繁に記すように，この価格低落はとくに生糸の  

限ったことではなかった。回申の米価に柱目する  

と，この期間，米価は生糸価格の変動とほほ軌を  

一ににしていることがわかる。つまり，松方デフ  

レ期の物価下落のなかでのこの生糸価格の変動は  

特別なものではなく，全般的動向と言えよう。  

秩父郡の農民層分解   

一般に，松方デフレ政策の影響を強く受けた地  

域では小作地の割合が増大し，その結果農民層の  

両極的分解が加速されたと理解されてきた。さら  

に，秩父地方においては，明治11年（1878）の地方  

税規則の施行にともなう新規課税，および協議費  

の徴税に対する農家負担の増大が，明治17年  

（1884）の秩父事件を発生させた1つの要因とも考  

えられている4J。そこでつぎに，府県統計書から  

秩父郡の小作人率および小作地率，出入寄留人口  

比，地所番質入貸借金額について検討する。   

まず，第1表は明治17年の埼玉・群馬両県の小  

作人率と小作地率を表したものである。同年の県  

平均の値は，埼玉県では小作人率13．6％，小作地  

率39．5％と，群馬県のそれより高い。秩父郡はそ  

の両県の平均値を下回り，小作人寧8．4％，小作  

地率11．7％を示している。なかでも小作地率につ  

いては，埼玉県内各郡のなかでは最も低く，10％  

台にあるのは秩父郡のみである。また，群馬県を  

含めても山間部の南甘楽郡（6．0％）に次いでおり，  

秩父郡の小作地率は特に低かったことがわかる。   

第2表は明治17年における本籍人口に対する出  

寄留および入寄留人口の割合を埼玉・群馬両県に  

ついて郡別にみたものである。現住人口調査の実  

施以前であるため，ここでの人口は本籍にもとづ  

くものであるが，動態の地域的傾向をみるうえで  

はある程度有効であろう。1月1日現在の数値は  

当該期間を含めた寄留人口比で’ぁり，年間寄留は  

年季契約の奉公人をはじめ長期的な滞留を含んで  

いるとみることができる 。明治17年においては，  

出寄留・人寄留ともに埼玉県よりも群馬県のほう  

が平均において高く，年間の数倍については群蟻  

県は埼玉県の3倍以上をホしている。このことは  

埼玉県に比べ群馬県が他所稼ぎの輩出‥受入にお  

いてともに多いことを表すものであろうか。両県  

とも，出寄留に対して人寄留が超過している傾lこり  

にあるが，埼玉県の場合，1月1日現在の比率に  

ついては出寄留比が人寄留比を上回る郡がやや多  

い。このなかにあって，大里郡の3～4倍の人寄  

留比超過は突出した侶でありやや例外的出ある  

が，そのほかの郡は1月1日硯在人寄留比がおよ  

そ2～3％台，年間人寄留比はほとんどの郡で  

1％以下にある。秩父郡についても，同様に，1  

月1日現在と年間ともに人寄留比のほうがやや高  

い。   

つぎに，地所の書質入貸借金額について郡別に  

表したのが第3表である。表中の貸借金高は地所  

を抵当にした貸借金額の年間総額であり，寿賀人  

から安房を差し引いた金額は実際の抵当移動を表  

している。この表によれば，埼玉県内にあっては，  

山人あたりの抵当移動となった貸借金額は，丘陵  

部をしめる男妾・大里・比企の順で各郡とも5「1j  

以上と高い。秩父郡の2．87円という値は全18郡中  

9番目で，ほぼ平均的な位置にあるとみれる。′受  

戻ができずに抵当となっていた地所が所有移動し  

た割合はけっして高くはないのである。また，こ  

こでは示してはいないが，質屋利用の状況に関L  
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ても，明治17年の秩父郡は年間質流れ金額こそ児  

玉郡についで多いが，貸出金額・貸出口数に比す  

ると，埼玉県全体の平均よりやや高い程度にすぎ  

ない。   

以上にみた指標が示す秩父郡の状況からは，農  

民層分解がこの時期秩父において著しく進展して  

いたとは言い難い。たしかに，明治前期の秩父郡  

の生糸生産は，下吉田・小鹿野・滞を中心として  

内秩父諸相が生産量で上位を占めるものの，秩父  

地方全域において重安な移出産品となっていたこ  

とが認められる。したがって，松方デフレ政策に  

よる物価下落が郡内の生糸生産農家に少なからず  

影響を与えたことに遠いはないが，それは秩父地  

力に限定されるものではなかったと考えられる。  

付 記  

本報Hの作成にあたって，筑波人′’デリ無更地掛－；∠：教   

室のポ井英也先生，小l一］千・明先生，岡村 清光生，   

原田洋一郎先生には，常に暖かいご指導を頂きまし   

た。また図面の作成に関しては人文学類の学生の皆   

様にお手伝い頂きました。本報告は，1984年に筑波   

大学に掟出した卒業論文「秩父事件の歴史地理学的   

研究」の資料の－Ⅵ一部分をもとにし，新たにデータを   

加え作成したものである。卒業論文作劇寺には，黒   

崎干場先生に終始ご指導を賜りました。ここに記し   

て感謝申し上げます。  

なお本報告は，埼玉県長期派遣教員の研修の剛一環   

として作成いたしました。   
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